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Ⅰ　調査票記入マニュアル
1.　調査の概要
（1）調査の目的
子どもの体力が低下している状況にかんがみ，全国的な子どもの体力の状況を把握・分析することにより，

子どもの体力の向上に係る施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，そのような取組を通じ

て，子どもの体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。また，学校における体育・健康

に関する指導などの改善に役立てる。

（2）調査対象学年
中学校第2学年，中等教育学校第2学年，特別支援学校中学部第2学年 
　※上記学年の生徒を対象とします。

　※ただし，特別支援学校及び特別支援学級に在籍している生徒については，その障害の状態等を考慮して，参加の是非を

　　適切に判断してください。

（3）調査事項
生徒が記入する生徒調査票と，学校が記入する学校質問紙調査票／実施状況調査票があります。

①生徒調査票

ア　実技に関する調査
　　［８種目］握力，上体起こし，長座体前屈，反復横とび，持久走，20ｍシャトルラン，50ｍ走，
　　　　　　 立ち幅とび，ハンドボール投げ
 ・測定方法等は新体力テストと同様です。 
 ・持久走か20ｍシャトルランのどちらかを選択。
イ　質問紙調査 
 運動習慣，生活習慣，食習慣等に関する質問紙調査

記入要領（p3～ p6）をよく読んで，記入してください。

②学校質問紙調査票／実施状況調査票 

ア　学校質問紙調査
　　子どもの体力向上に係る地域・家庭等との連携及び特別活動等に関する質問紙調査
イ　実施状況調査
　　この調査を実施した状況に関する質問紙調査

学校質問紙調査票は，記入要領（p7～ p8）をよく読んで，記入してください。

中学校

平成22年度

全国体力・運動能力、運動習慣等調査

　Ⅰ　調査票記入マニュアル

　Ⅱ　実技に関する調査の内容と方法

【調査対象】
 中学校第２学年

中等教育学校第２学年
 特別支援学校中学部第２学年

抜粋版



3 4

３１ ３１

３０ ３１ 4

２８

４０

５２

４４

５０

２６6

7 9

２０１ １９８

２３

７
６
６
５

５
４
５
４２

１３０ 東京都 北区

東西

１６０ ２ 　４９ ４ 　８４ ７

３１

２２

参考資料として，p20に平成 21年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査平均値と種目別得点，

総合評価基準を掲載しています。記録値のチェックや得点，総合評価の記入などに利用してください。

必要に応じて，担当教員などが以下の注意事項を説明して，生徒に記入させてください。

実技に関する調査

【全体的なこと】
●すでに測定が終わっている場合，2回測定種目は良いほうの記録を2回目に記入するだけでも
　かまいません。（その場合は，1回目は空白にする）

　　　　　　　　 記録はキログラム単位とし，小数点以下（キログラム未満）は切り捨てる。
平均値を計算する場合は，左右おのおのの良いほうの記録を平均し，小数点以下（キ
ログラム未満）は四捨五入する。
平均しか記録がない場合は，2回目の左右両方に平均を記入する。（1回目は空白
にする）

❶ 握力

単位が「点」になっているため，測定値ではなく，誤って得点換算した値を記入
するケースが目立ちます。
中央及び左右のラインをそれぞれ通過した回数を記入してください。

❹ 反復横とび

持久走と20mシャトルランはどちらかの選択ですが，両方実施した場合は両方に
記入してもよい。持久走の記録は1/10秒は切り上げて，秒単位とする。

❺ 持久走／
20mシャトルラン

質問紙調査

【全体的なこと】
表面と裏面に分かれており，全部で23項目あります。
回答の選択にしたがって，選択肢は○で囲んで，□には数字を記入してください。

生徒の個人データをNo. で特定する必要がある場合は，このNo. 欄を活用して，組番号と出
席番号を組み合わせるなどした数字を記入してください。
（例） 組と番号を3桁で　1組1番 ･･･101　1組 30番 ･･･130　3組 23番 ･･･323

No.

性別は必ず記入してください。性別

月曜日から金曜日までの平日の平均的時間を記入してください。質問 9・10

体格の身長・体重・座高を，位に注意して，小数第1位まで記入してください。質問 11

記録は1/100秒は切り上げて，1/10秒単位とする。　（例）7.81⇒ 7.9❻ 50ｍ走
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必要に応じて，担当教員などが以下の注意事項を説明して，生徒に記入させてください。

1～3について平日（月曜日から金曜日）の1日の平均的な運動・スポーツの時間を，
それぞれ記入してください。していない場合は，空白にしてください。
「3. 放課後」に時間を記入した人は，質問14－2に答えてください。
質問14－2は，あてはまるものすべてに○をつけてください。
選択肢2. は，地域のスポーツクラブなどに所属して，定期的に（長期にわたって）運動や
スポーツをしている場合など。
選択肢3. は，地域のスポーツ教室などで，一定期間（数回程度）運動やスポーツをしてい
る場合など。

質問 14

土曜日の運動・スポーツの実施状況を記入してください。
「している」と答えた人は，質問 15－2，質問 15－3，質問 15－4に答えてください。
「していない」と答えた人は，質問 16に進んでください。
質問 15－4は，あてはまるものすべてに○をつけてください。
選択肢2. と選択肢3. については質問14を参照のこと。

質問 15

日曜日の運動・スポーツの実施状況を記入してください。
回答の仕方は質問 15と同じです。
「している」と答えた人は，質問 16－2，質問 16－3，質問 16－4に答えてください。
「していない」と答えた人は，質問17に進んでください。
質問 16－4は，あてはまるものすべてに○をつけてください。
選択肢2. と選択肢3. については質問14を参照のこと。

質問 16

1種目でも好きな運動やスポーツがあれば「1. 好き」に回答してください。質問 21

1種目でも得意な運動やスポーツがあれば「1. 得意」に回答してください。質問 22

表面の質問5で「所属している」と答えた人は，答えてください。1つだけ選んでください。質問 12

表面の質問6で「1. ほとんど毎日 (週に3日以上 )」「2. 時々 ( 週に 1～2日程度 )」
「3. ときたま (月に1～3日程度 )」に○をつけた人は，答えてください。

質問 13
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管理職または体育主任などの名前を記入してください。本件担当者名

複数回答可です。あてはまるものすべての平成21年度1年間の回数を記入してください。質問 4 

選択肢1から4への回答は，全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を踏まえた
取組が以下のような場合にあることを考えています。
　・これまで実施しておらず新たに取り組む場合
　・これまで実施していた内容に新たなものを追加して取り組む場合
　・これまで実施していた内容を改善して取り組む場合
複数回答可です。 

質問 9

「している」と答えた学校は，質問7－2に答えてください。　
質問7－2は複数回答可です。あてはまるものすべての平成21年度 1年間の活用状況
を延べ人日で記入してください。
延べ人日 ･･･ 活用した各人の活用延べ日数の総和
(例 )【運動部活動】
　　　文部一郎　活用した日数 25日
　　　文部次郎　活用した日数 20日
　　　文部花子　活用した日数 10日
　　　延べ人日＝25＋20＋ 10＝ 55人日 /年 ･･･ 1 の（　）に55と記入
   ※ 1日の活用時間は問いません。

質問 7

学校質問紙調査票のすべての項目に記入してください。

裏面の実施状況調査票にも記入してください。

学校所在地の都市階級区分を1～4から選んでください。
学校所在地がへき地指定を受けている場合は，「5. へき地」も○をつけてください。

都市階級区分

選択肢1は，チャレンジ縄跳びや持久走など。
選択肢2は，1日で実施するスポーツ教室など。
複数回答可です。
「継続的な取組をしている」と答えた学校は，質問 1－2に答えてください。

質問 1

「している」と答えた学校は，質問 2－2に答えてください。
質問 2－2は複数回答可です。

質問 2 

「している」と答えた学校は，質問3－2，質問3－3に答えてください。
質問 3－2，質問3－3は複数回答可です。

質問 3

複数回答可です。質問 8 

150 130 50 45


